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（
国
内
に
お
け
る
観
光
旅
行
の
促
進
に
資
す
る
施
設
の
基
準
）

第
四
条

法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

利
用
者
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
適
当
な
規
模
の
対
面
に
よ
る
情
報
提
供
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
手
配
の
た

め
の
設
備
並
び
に
適
当
な
規
模
の
待
合
い
の
用
に
供
す
る
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

二

次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
機
能
を
有
し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
業
務
を
複
数
の
外
国
語
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き

る
こ
と
。

イ

我
が
国
に
お
け
る
各
地
域
の
観
光
の
魅
力
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、
視
聴
覚
的
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
表
現

そ
の
他
の
効
果
的
な
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
業
務

ロ

目
的
地
に
到
達
す
る
ま
で
の
経
路
及
び
交
通
手
段
並
び
に
目
的
地
に
お
け
る
観
光
資
源
、
交
通
、
宿
泊
、
食

事
そ
の
他
の
事
項
（
ニ
に
お
い
て
「
観
光
資
源
等
」
と
い
う
。）に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、
情
報
通
信
技
術
の

活
用
を
考
慮
し
た
適
切
な
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
業
務

ハ

利
用
者
の
関
心
に
応
じ
て
、
旅
行
の
目
的
地
及
び
日
程
並
び
に
旅
行
者
が
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
関
す
る
事
項
を
定
め
た
旅
行
に
関
す
る
計
画
に
つ
い
て
提
案
す
る
業
務

ニ

観
光
旅
行
を
行
お
う
と
す
る
者
の
需
要
に
応
じ
て
、
目
的
地
に
到
達
す
る
ま
で
の
旅
客
及
び
手
荷
物
の
運
送

並
び
に
目
的
地
に
お
け
る
観
光
資
源
等
に
係
る
予
約
、
料
金
の
支
払
そ
の
他
の
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
手
配
を
一

元
的
に
行
う
業
務

（
宿
泊
施
設
の
基
準
）

第
五
条

法
第
二
条
第
一
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

全
て
の
客
室
の
床
面
積
の
合
計
が
お
お
む
ね
十
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二

次
に
掲
げ
る
事
項
が
、
国
内
外
の
宿
泊
施
設
に
お
け
る
客
室
の
実
情
を
踏
ま
え
、
利
用
者
の
需
要
の
高
度
化
及

び
多
様
化
を
勘
案
し
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

客
室
の
う
ち
最
小
の
も
の
の
床
面
積

ロ

独
立
的
に
区
画
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
一
以
上
の
居
間
及
び
寝
室
を
有
す
る
客
室（
ハ
に
お
い
て「
ス
イ
ー
ト
ル
ー

ム
」
と
い
う
。）の
う
ち
最
小
の
も
の
の
床
面
積

ハ

客
室
の
総
数
に
占
め
る
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
の
割
合

第
二
章

カ
ジ
ノ
事
業
及
び
カ
ジ
ノ
事
業
者

第
一
節

カ
ジ
ノ
事
業
の
免
許
等

（
法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
七
号
等
の
政
令
で
定
め
る
面
積
）

第
六
条

法
第
四
十
一
条
第
一
項
第
七
号
（
法
第
四
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
政
令
で
定

め
る
面
積
は
、
特
定
複
合
観
光
施
設
の
床
面
積
の
合
計
の
百
分
の
三
の
面
積
と
す
る
。

（
免
許
等
の
欠
格
事
由
に
係
る
罪
）

第
七
条

法
第
四
十
一
条
第
二
項
第
一
号
ヘ
（
法
第
四
十
三
条
第
四
項
、
第
四
十
五
条
第
二
項
、
第
四
十
六
条
第
二
項

及
び
第
四
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
政
令
で
定
め
る
罪
は
、
次
に
掲
げ
る
罪
と
す
る
。

一

当
せ
ん
金
付
証
票
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
十
九
条
の
罪

二

自
転
車
競
技
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
九
号
）
第
六
十
九
条
の
罪

三

小
型
自
動
車
競
走
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
八
号
）
第
七
十
四
条
の
罪

四

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
二
号
）
第
七
十
一
条
の
罪

五

ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
の
実
施
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
三
十
六
条
の
罪

六

売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
十
四
条
の
罪

七

大
麻
取
締
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
第
二
十
七
条
（
同
法
第
二
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項

（
同
条
第
二
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
二
十
四
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
（
同
条
第
二
項
に
係
る
部
分
に

限
る
。）、
第
二
十
四
条
の
三
第
二
項
（
同
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に

お
い
て
同
じ
。）及
び
第
三
項
（
同
条
第
二
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
第
二
十
五
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係

る
部
分
に
限
る
。）に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
罪

八

覚
せ
い
剤
取
締
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）
第
四
十
四
条
（
同
法
第
四
十
一
条
第
二
項
及
び

第
三
項
（
同
条
第
二
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
四
十
一
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
（
同
条
第
二
項
に
係
る

部
分
に
限
る
。）、
第
四
十
一
条
の
三
第
二
項
（
同
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ

の
号
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
第
三
項
（
同
条
第
二
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
四
十
一
条
の
四
第
二
項
（
同
条

第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
第
三
項
（
同
条
第

二
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
第
四
十
一
条
の
五
第
一
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
係
る
部
分
に

限
る
。）の
罪

九

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
十
四
号
）
第
七
十
四
条
（
同
法
第
六
十
四
条
第
二
項
及

び
第
三
項
（
同
条
第
二
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
六
十
四
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
（
同
条
第
二
項
に
係

る
部
分
に
限
る
。）、
第
六
十
四
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
（
同
条
第
二
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
六
十
五

条
第
二
項
及
び
第
三
項
（
同
条
第
二
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
六
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
（
同
条
第
二

項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
六
十
六
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
（
同
条
第
二
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第

六
十
六
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
（
同
条
第
二
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
六
十
六
条
の
四
第
二
項
及
び
第

三
項
（
同
条
第
二
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
六
十
九
条
（
第
六
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
七
十
条
（
第

十
四
号
及
び
第
十
八
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
七
十
一
条
（
同
法
第
五
十
条
の
十
五
第
二
項
に
係
る
部
分
に

限
る
。）並
び
に
第
七
十
二
条
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
罪

十

あ
へ
ん
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
六
十
一
条
（
同
法
第
五
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
（
同

条
第
二
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
第
五
十
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
（
同
条
第
二
項
に
係
る
部
分
に
限

る
。）に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
罪

十
一

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第

百
四
十
五
号
）
第
九
十
条
（
第
一
号
中
同
法
第
八
十
三
条
の
九
及
び
第
八
十
四
条
（
第
二
十
五
号
（
同
法
第
七
十

六
条
の
七
第
一
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
係
る
部
分
並
び
に
第
二
号
中
同
法
第
八
十
四

条
（
第
二
十
五
号
（
同
法
第
七
十
六
条
の
七
第
二
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
二
十
六
号
に
係
る
部
分
に
限

る
。）、
第
八
十
五
条
（
第
九
号
及
び
第
十
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
八
十
六
条
第
一
項
（
第
二
十
三
号
及
び

第
二
十
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
八
十
七
条
（
第
十
三
号
（
同
法
第
七
十
六
条
の
八
第
一
項
に
係
る
部

分
に
限
る
。）及
び
第
十
五
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
罪

十
二

国
際
的
な
協
力
の
下
に
規
制
薬
物
に
係
る
不
正
行
為
を
助
長
す
る
行
為
等
の
防
止
を
図
る
た
め
の
麻
薬
及
び

向
精
神
薬
取
締
法
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
九
十
四
号
）
第
十
五
条
の
罪

十
三

金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
百
七
条
第
一
項
（
第
一
号
、
第
二
号
（
同
法

第
百
九
十
七
条
の
二
（
第
一
号
か
ら
第
十
号
の
三
ま
で
及
び
第
十
三
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
係
る
部
分
に
限

る
。）に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
三
号
（
同
法
第
百
九
十
八
条
（
第
八
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
係
る
部
分
に

限
る
。）、
第
四
号
（
同
法
第
百
九
十
九
条
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
五
号
（
同
法
第
二
百
条
（
第
一
号
か
ら
第

十
二
号
の
二
ま
で
、第
二
十
号
及
び
第
二
十
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
六
号（
同

法
第
二
百
五
条
（
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
、
第
十
九
号
及
び
第
二
十
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
係
る
部
分
に

限
る
。）に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
罪

十
四

民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
第
二
百
六
十
五
条
（
同
法
第
二
百
六
十
三
条
に
係
る

部
分
を
除
く
。）の
罪

十
五

外
国
倒
産
処
理
手
続
の
承
認
援
助
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
七
十
一
条
の
罪

十
六

会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
二
百
七
十
五
条
の
罪

十
七

破
産
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
二
百
七
十
七
条
（
同
法
第
二
百
七
十
五
条
に
係
る
部
分
を
除

く
。）の
罪

十
八

会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
九
百
七
十
五
条
の
罪

十
九

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
三
百
四
十
一
条

の
罪

二
十

物
価
統
制
令
（
昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
百
十
八
号
）
第
四
十
条
（
同
法
第
三
十
五
条
（
同
法
第
十
二
条
に
係

る
部
分
に
限
る
。）に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
罪
（
こ
れ
に
当
た
る
行
為
が
、
貸
付
け
の
契
約
の
締
結
又
は
当
該
契

約
に
基
づ
く
債
権
の
取
立
て
に
当
た
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。）

二
十
一

農
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
百
条
の
六
第
一
項
の
罪

二
十
二

水
産
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
十
二
号
）
第
百
二
十
九
条
の
九
第
一
項
の
罪

二
十
三

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
一
号
）
第
百
十
四
条
の
四
第
一
項
の
罪
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